












A simple analysis simulator for the adsorption reactor was produced for the exercises 
of beginners who are learning separation technology using adsorption. For the users of 
this simulator, the basic theory of the adsorption model and the use of simulator were 
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　　　　飽和水蒸気圧SVP（T）＝6.11×10（7.5T/（237.5+T））［hPa］ （ 1 ）　　









 （ 3 ）　　 
　時刻 t におけるリザーバーの水蒸気濃度Ctとこの濃度における平衡吸着量 q の関係は、
反応器の容量をV、水蒸気の初期濃度をC0、吸着材の量をwとすると（ 4 ）式で表される。
 （ 4 ）　　
　吸着平衡時の濃度をCeとすると（ 3 ）、（ 4 ）式を用いて吸着量qの経時変化は（ 5 ）式
で表される。























 （ 6 ）　　
　系全体のマスバランス（回分容器中の吸着質量）＝（初期の回分容器中の吸着質量）−
（吸着材中の吸着質量）から（ 7 ）式が導かれる。





Qt、qr、Cadsorbentはそれぞれ吸着材全体の時刻 t における吸着量、吸着材の r 位置における
吸着量および吸着材内の気（液）相中の吸着質の量を表す。
　　　　
















吸着材 1 粒子あたりのある時刻 t における吸着質の分配量Mt（吸着量＋収着量）は（12）
式で求めることができ、これより吸着材全体の分配量は、NpMtとなる。
 （12）　　



















































　　　　　①配列宣言＊（使用する記号, t, x, C, qなどの型宣言）
　　　　　②計算パラメータの設定


































を実行することができる。表 1 および図 3 に回分型の均一拡散吸着モデルの計算条件およ
び結果（反応器内の濃度減衰曲線）をそれぞれ示す。各パラメータの値によって減衰曲線





























































　（ r ＝0, Rにおける離散化式）　　 i ＝ 1, 2, 3, ‥, N−1, N, N＋1（＝反応容器内） 
   





i ＝ 1 では中心の対称性（微分値＝ 0 ）から、離散化式で中心を i ＝ 1 と設定し離散化す
れば、C2＝C0になる（中心を i ＝ 0 とするならばC−1＝C1）。以下の式はC2＝C0とする場合
の離散化式を表している。


































































2 ） Tetens, O. Uber einige meteorologische begriffe. Z. Geophys. 1930, 6, 297-309.
3 ） Yoshimi Seida, Applicability of the KFav model in the prediction of fixed bed 
breakthrough curve, Adsorption Science and Technology 35 （1-2） 178-193（2016）
4 ） J. Crank, Mathematics of Diffusion, Oxford Science Publications, 1986
5 ） H. S. Carthlow, Conduction of heat in solid, Oxford University Press, U.S.A.; 2 版 
1986
